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平成30年７月豪雨における日本赤十字社の広報活動

日本赤十字社災害時広報活動基本方針
　日本赤十字社の災害時における広報活動は､災害の規模
やフェーズに応じてその内容が変化する｡災害現場におけ
る一連の災害救護活動について効果的な広報を行うため､
広報窓口を一本化して的確な情報提供を行うこととして
いる｡

平成30年７月豪雨における広報活動
■本社広報班の活動状況
　７月７日の早朝､本社広報室は広島の災害救護活動の実
情を踏まえ､広報要員とカメラマンの派遣を決定した｡
　派遣された広報要員とカメラマンは､７日の夕刻には支
部災害対策本部に到着し､救援物資搬送を担当した赤十字
防災ボランティアへの取材を行った｡
　翌８日の午前､安芸郡坂町の被災現場から帰還した広島
赤十字･原爆病院DMATへの取材と広島県DMAT調整本
部における情報を収集し､12時45分には､安芸郡坂町小屋
浦の避難所に出動する広島県支部救護班第１班（広島赤十
字･原爆病院）に帯同し､支部を出発した｡
　取材中は支部災害対策本部広報班から広報素材の随時
提供を受け順次SNS等で情報発信した｡

■支部災害対策本部における広報活動
○情報収集
　支部災害対策本部広報班は､７月７日の安芸高田市地区
への救援物資搬送から取材活動を開始した｡その後､主に
被災地に出向き救護班の活動状況の撮影や救援物資搬送

に同行し取材した｡また､派遣した救護班や「こころのケ
ア」実働班の主事､業務調整員が日々の活動や被災地の状
況を被災者の心情に配慮しながら記録･保存した画像を､
支部災害対策本部に報告させ､情報収集に努めた｡

○情報発信
　支部災害対策本部広報班は､取材に出向くと同時に日々
救護班から提供される情報･画像をSNSにより継続的に
配信した｡支部のtwit terは７月７日から､facebook
は７月８日から配信した｡本社広報室も支部災害対策本
部に派遣された要員からの情報提供により､twit ter38
件､facebook29件を配信した｡本社･支部とも発災直後
からホームページおよびSNSの更新を続けたことで､閲
覧数が飛躍的に伸びた｡

広島県支部のSNS配信状況
発信数 閲覧数 エンゲージメント

twit ter 29 219,661 12,961
facebook 21 46,039 ９,855

合計 50 265,700 22,816
（注）�エンゲージメントとは､投稿（コンテンツ）を見た人による反

応の総数｡twit terではリツイート､返信､フォロー ､クリッ
ク､いいねの５種類､facebookでは､いいね！ ､コメント､
シェア､クリックの４種類の総数｡

■報道機関への対応
　被害の全容が明らかになるにつれ､報道機関からの取材
依頼も増大したことから､「日本赤十字社災害時広報活動
基本方針」に沿い窓口を一本化し､７月15日に県政記者ク
ラブ､広島県健康福祉総務課に対し､取材を受ける旨のプ
レス･リリースを発出した｡
　翌16日には救護班に対し､できる限り報道機関からの取
材に対応し､赤十字の活動をより多くの方にPRできるよ
う協力を求める「救護班への取材対応に係るお願い」を作成
したことで､報道番組などの情報を把握することができた｡
　取材に当たっては､撮影が原則不可となっている避難所
もあり､避難場所が特定できないよう工夫し､積極的に取
材を受けることとした｡
　対応状況としては､テレビ局16件､新聞社５件の取材を
受けた｡

７月７日21時４分､本社のfacebookに最初にアップロード
された画像
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　特に呉市川尻地区の給水ユニット･洗濯機を設置しての
サービスについては､報道機関10社から取材があり､本社
･支部の広報要員が共同して対応に当たった｡

小屋浦小学校で取材を受ける島根県支部救護班（益田赤十
字病院）

取材を受ける「こころのケア」班（伊勢赤十字病院）

給水ユニット･洗濯機の設置について取材対応する支部災
害対策本部長

安芸郡坂町小屋浦での大分県支部救護班（大分赤十字病院）
による在宅調査に同行する報道スタッフ

取材を受ける広島県支部救護班（広島赤十字･原爆病院）の
医師

　また、８月３日､本社広報室は報道機関向けに今回の豪雨
災害に係る記者説明会を開催した（報道機関11社が参加）｡
　日本赤十字社の災害救護活動の法的根拠から今回の災
害対応状況､課題､義援金と活動資金の違いなど基本的事
項を含めた説明会となった｡

■製作した広報資材
　今回の災害で撮影した広報素材は､本社･支部間で共
有し､業務報告書をはじめ､赤十字NEWS､社内報､医療
施設などでの広報誌､本社ホームページでのmonth ly 
repor t､YouTubeでの動画配信や「赤十字この一年」な
ど多くの広報媒体に活用した｡

本社での記者説明会

第
10
章
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広報資材

平平成成3300年年７７月月広広島島県県豪豪雨雨災災害害ににおおけけるる
日日本本赤赤十十字字社社広広島島県県支支部部のの活活動動

日日本本赤赤十十字字社社広広島島県県支支部部はは発発災災直直後後かからら災災害害対対策策本本部部をを設設置置。。救救護護班班のの派派遣遣ののほほかか、、
救救援援物物資資のの配配布布ななどどをを行行っってていいまますす。。
苦苦ししんんででいいるる人人をを救救うう活活動動にに全全力力でで取取りり組組んんででままいいりりまますす。。

　広島県安芸郡坂町の西本アキタカさんは、７月
６日の夜、家の前を流れる川が激流と化す様子

激甚化する自然災害で、

自分の命、家族の命を

守るために、

私たちにできること。

西日本豪雨災害 （平成30年７月豪雨災害） 特集２  防災啓発 

「自分は大丈夫」が思わぬ危険に
始めたのです。西本さんの家を目掛けて、大量
の水や土砂が押し寄せます。
「誰かー！たすけてー！」
　西本さん夫妻は窓を開けて助けを求め、すぐ
近くに居た自衛隊の素早い対応によって最悪の
状況を免れました。
　この西本さんのように「これまでは大丈夫だっ
た。だから、今回も大丈夫」と思い込む（バイアス
がかかる）ことが「正常性バイアス」といわれる心
理的現象です。西日本豪雨災害でもこの思い込みに
よって逃げ遅れた方が多数いらっしゃいました。
　西本さんも今後は「自分（我が家）は大丈夫」
という思い込みを捨て、警報や勧告に従って素早
い避難を行うことが自分や家族の命を守る、とい
うことに気づかされたようです。

から目が離せませんでした。川を
挟んで西本さんの家と反対の地
域はすでにひどい浸水被害があ
り、住人たちは家から避難して
います。
「我が家は、大丈夫よね…」　
　妻のアキエさんと共に不安に
駆られながらも、川の流れの向
きから自分の家は被害を免れる
と思っていました。どんなにひ
どい台風や大雨でも、これまで

西本さんの家が水の被害に遭うことは一度もあ
りませんでした。ところが、そこへ川上から大
きな岩が転がってきました。岩が川の流れをせ
き止め、濁流は行き場を失い、激しく逆流を

自らを助け、共に助かる

まさか川が逆流するなんて･･･

隣近所の日頃から
のお付き合い

被災当日の出来事を現場で語る西本アキタカさん

西本アキタカさんの家の前を流れる川の被害状況（撮影７月９日：広島県安芸郡坂町小屋浦）

『地域コミュニティーの防災力向上』をめざして
日赤は災害対策の一つとして『防災教育事業（通称：赤十字防災セミナー）』に積極的に取り
組んでいます。『災害エスノグラフィー（過去の災害の追体験）』『災害図上訓練（DIG）』など、
プログラムも充実。詳しくは、お住いの地域の日赤支部にお問い合わせください。

日赤の防災セミナーに
ついて詳しくはこちら

大雨による洪水、土砂災害などから助かるために、
まずは意識と知識を高めて自らの命を守り、
“共に助け合う”地域のコミュニティー力を育てましょう！

一人では避難が難しい人た
ちに声をかけ、あるいは声
をかけてもらって一緒に避
難をすることは、命を守るこ
とにつながります。地域のさ
まざまな活動に参加するな
ど近隣の住人とのコミュニ
ケーションが大切です。

3情報を理解し、
活用する

気象庁の発表する「警報」
「特別警報」などの情報、ま
た、行政が発表する「避難
勧告」などの情報を理解して
おくとともに、テレビ、ラジ
オ、インターネットなどを活
用し、最新の情報を得られ
るようにしましょう。

2住んでいる
地域を知る

日頃から防災・減災に関す
る研修や地域で開催される
訓練に参加しましょう。早
めに安全な場所へ避難する
ために、住んでいる地域の
危険エリア（ハザードマップ）
や、避難場所・経路も正確
に確認しておきましょう。

1自助

公助

共助

消防や自衛隊、行政など
の「公助」は、大規模な災
害時には限界があります

突然の災害か
ら命を守り、暮
らしをつなぐた
めには、日頃
から「自助・共
助」の備えが大
切です

風水害から命を守るために

日赤　防災セミナー 検索

まさか、
 我が家が･･･
まさか、
 我が家が･･･
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避難所に無事にたどり着けたものの、常備薬を持ち出せず不安を
抱えていた親子。思いを語るうちに笑顔が戻り、看護師も安心（広島県）

TOPICS

６月28日から７月９日にかけての豪雨により、西日本を中心に死者219人、行方不明者10人、全壊・半壊家屋4949棟*の甚大な被
害が発生しました。日本赤十字社は７月６日に８府県に大雨特別警報が発令されたことに伴い救護体制を敷設。各地の被災状況を確
認すると直ちに災害対策本部などを設置し、本社および24の都府県支部で救護活動を実施しました。　             *消防庁発表（７月23日現在）

「西日本豪雨災害」に駆け付けて
義援金名「平成30年７月豪雨災害義援金」

1  ７月７日早朝６時 :広島県坂町、下敷きになった住人を救護するため、倒壊家屋からの救出を待つ広島赤十字・原爆病院DMAT　 2  ７月７日未明：次々と救援要請が寄せられ、広島赤十字・原爆病院DMATが出動　 3  
７月８日：被災地までの陸路が閉ざされているため、地元漁協の協力で、船での“上陸作戦”に臨む広島県支部救護班　 4  ７月 8日 :広島県坂町小屋浦小学校にて救護所を開設した広島県支部救護班。避難された方々から
は「日赤が来てくれたから心強い。ホッとした」との声　 5  6  避難所となった岡山県倉敷市岡田小学校にてニーズ調査と巡回診療を行う岡山県支部救護班

1

4 6

5

3

2

被災地に笑顔を取り戻すために

避難所で懸念されるエコノミークラス症候群予防のため、
脚の血流を促進し、血栓ができにくくなる弾性ストッキングを配布（岡山県）

「手伝えることがあれば」と駆け付けた防災ボランティアと共に、
救援物資の搬送準備を行う広島県支部職員

酷暑の中、まだまだ厳しい生活を強いられる被災地の皆さんへ、継続して支援をお届けします。

赤十字NEWS   August 2018   no.939 平成30年8月1日（毎月1日発行）　第939号（昭和24年9月30日 第三種郵便物認可）4

7 月の豪雨災害に見舞われ避難を余儀なくされている人々のため、

日本赤十字社の各県支部の備蓄倉庫から安眠セットなどの救援物資を搬出し、お届けしました。

日赤では全国の支部が万一の災害に備え、物資の備蓄と管理を行っています。
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9no.940
September 2018

平成30年9月1日（毎月1日発行）　
赤十字新聞　第940号
昭和24年9月30日 第三種郵便物認可

赤十字新聞　編集・発行／日本赤十字社 広報室
〒 105-8521 東京都港区芝大門 1-1-3
TEL : 03-3438-1311
一部 20 円　
赤十字新聞の購読料は会費に含まれています。

C O N T E N T S
￣￣
FEATURE__2・3

西日本豪雨災害 
特集 1  被災地での活動

被災地に寄り添って

FEATURE__4
西日本豪雨災害 
特集 2  防災啓発

まさか、我が家が…

TOPICS__5
「遺産を贈ります」

～遺贈という選択～

ドキドキ体験！
みんなのボランティア

「お祭りサポートボランティア」（埼玉県）

AREA NEWS__6・7
全国／宮城／福島／福井／石川・長崎／
和歌山・山口／広島／大阪

健康豆知識

WORLD NEWS__8
ギリシャ大規模森林火災
インドネシア・ロンボク島地震 救援金 受け付け中

（広島県支部）
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私はこうして「赤十字人」になった！

「平成30年7月豪雨災害」緊急リポート
あの日、あの災害現場が、私を変えた。

甚大な被害に総力を結集

　  読者プレゼント！

『それも一局 弟子たちが語る「木谷道場」のおしえ』
『日の名残り』を

各1名様にプレゼント

オススメ本

国籍も年齢も性別も
関係なく育てた木谷實九段。
木谷門下の自由な発想の
原点がここにあります。（帯より）

　将棋、囲碁のテレビ対局観戦が
好きである。各々の着手に対局者の
個性が感じられ、解説者の話も楽し
める。
　本書は、囲碁の入門書、専門書で
なく、大竹英雄、石田芳夫、武宮正
樹、小林光一、趙治勲ら多彩な棋士
を育てた木谷實九段夫妻の「木谷
道場」の話である。「それも一局」と
は、勝敗を分けた局面を局後検討す
る際、別の有力な手段が判明した時
に使われる言葉である。弟子の棋譜
を見た時の木谷實九段の口癖でも

あったという。
　井山裕太七冠や将棋の藤井聡太
七段は、師匠にネットなどで千局以
上の指導を受けたとされるが、修行
中に師匠による指導対局がないこと
の方が一般的である。例外的に、プ
ロを断念する際の餞別に師匠によ
る指導対局がなされるという厳しい
世界。　
　内弟子の子どもたちを実子以上に
「お母さん」として大切にした美春
夫人も本人の自覚、努力、修練を見
守るしかない。夢破れ別の道を進む
場合も「それも一局」というわけで
ある。経済的に貧しかった時代の
「木谷道場」の話は良質なドラマの
ように懐かしい感じがする。

『それも一局』

内藤由起子(著)／水曜社

髙橋  孝喜 さん血液事業本部 本部長

弟子たちが語る「木谷道場」のおしえ

趣味・実用

ジャンル

日野  学 さん血液事業本部 経営会議委員

　行き付けの本屋の隅に、平積みに
されていた文庫本として目に留まっ
たのが、2017年にノーベル文学賞を
受賞したカズオ・イシグロ氏の「日の
名残り」でした。
　第二次世界大戦前後の時代背景
で、英国貴族に仕える執事が、ご主
人の提案で休暇をとり、車での英国
旅行の出来事とご主人や女中頭との
記憶、執事であった父親の仕事ぶり

などを回想していく。それと同時
に、英国が衰退していく中で、自分
が歩んできた道はこれで良かったの
か、と自問していく物語です。
　本作品は、今までに映画化や日本
ではテレビドラマ化されています
が、私自身は、何年か前までNHKで
見た「ダウントン・アビー」という英
国伯爵家のテレビドラマに出てくる
堅物の執事や女中とも重なり、全く

違う物語なのですが、テレビドラマを
見ているように、面白く読めました。
　彼のノーベル賞受賞理由は、「感情
に強く訴える小説で、世界とつながっ
ているという我々の幻想の下に隠され
た闇を明るみに出した」とのことです
が、難しいことはさておき、まずは軽い
気分で読まれて、リフレッシュされては
いかがでしょうか。

『日の名残り』
カズオ・イシグロ(著) 土屋政雄(訳)／ハヤカワepi文庫

ジャンル

文学・評論

▲被災者に寄り添い
   悩みを聞く
  （こころのケア）

▲陸路寸断により船で被災地へ上陸

▲避難所の衛生環境について聞き取り
   （感染コントロール）

◎栄養課職員のおすすめレシピを紹介するコーナー

栄養指導をしていると、患者さんから「食欲が落ちて食べられない時は、どうしたらいいの？」と

相談を受けることがよくあります。そんな時こそ、患者さんに合った食事の提案ができるよう、

サポートし続けたいと思います。
管理栄養士

スタッフ紹介

堀 小百合

1缶（160ｇ）

1/2本（30ｇ）

小さじ1（6ｇ）

小さじ2（10ｇ）

小さじ2（12ｇ）

1/2丁（200ｇ）

1/5本（40ｇ）

小さじ3（9ｇ）

小さじ4（12ｇ）

03 04

さばには、良質なたんぱく質、動脈硬化の予防に有効なEPAやDHAなどの不飽和脂肪酸が豊富

に含まれています。「さば缶」を利用すると、汁までまるごと使うことで、ビタミンB群やビタミンD、

カルシウムなど、体に嬉しい栄養素を一緒に摂れることが魅力です。まさに、非常時の栄養補給にも

ぴったりの備蓄食品ですね。

レシピのココがポイント！

◎材料（4人分）

さゆり

●作り方

非
常
用
の
備
蓄
食
品
と
し
て
も
便
利
な

「
さ
ば
缶
」
を
使
っ
た
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す

さ
ば
缶
を
使
っ
た 

『
白
和
え
』

約126kcal
カルシウム178mg

1食あたり

簡単！ メディカルレシピ
美味しい

やさしい

ぜ
ひ
、お
家
で

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今月の トピックス

平成３０年７月豪雨による災害で被災された皆さまに、心からお見舞い申し上げます。

　７月６日（金）から降り続いた猛烈な雨により、多くの地域で河川の氾濫や住家等への浸水、土砂崩れが発生し、200人を超える方が

犠牲となる甚大な災害が起きました。

当院では７月７日（土）0:00にDMATが出動、翌８日（日）からは医療救護班を派遣し、約１か月の間、こころのケア班、感染コントロール

班を含めて計38名の職員が被災地の災害救護活動にあたりました。

　また、広島県庁や日本赤十字社広島県支部へ災害医療コーディネーター、コーディネートスタッフを派遣し、本部機能支援に務めました。

　このほかにも、当院は必要に応じて被災された方を積極的に受け入れました。

今回の
レシピ

ほり

さば水煮缶
長ネギ
おろし生姜
酒
味噌
もめん豆腐
人参
白ごま
砂糖

❶長ネギは斜め薄切りにする。人参はみじん切
りにしてラップに包み、電子レンジ（600W）
で2分加熱し、冷ます。白ごまはすり鉢でする。

❷熱した鍋に、長ネギを入れ軽く炒め、長ネギの
香りがしたら、おろし生姜・酒・さば水煮缶を
汁ごと入れ適度にほぐし、汁気が無くなるま
で炒ったら、味噌を加えて更に軽く炒る。

❸冷めた❷に、人参（❶）・白ごま・砂糖・もめん
豆腐を手で崩しながら加え、混ぜ合わせたら器
に盛り、出来上がり。

DMAT

救護班第1班

救護班第2班

こころのケア班

感染コントロール班

救護班第3班

派遣チーム 派遣期間 派遣人数 派遣先

医師・看護師・主事　計7名

医師・看護師・薬剤師・主事　計7名

医師・看護師・薬剤師・主事　計8名

看護師・主事　計4名

医師・看護師・薬剤師・主事　計4名

医師・看護師・薬剤師・主事　計8名

7/7～7/8

7/8～7/9

7/14～7/17

7/18～7/22

7/20

7/31～8/3

安芸郡坂町、安芸区矢野東

坂町立小屋浦小学校

坂町立小屋浦小学校

天応まちづくりセンター　ほか

坂中学校　ほか

天応まちづくりセンター　ほか

活動実績

▲被災地に到着後、直ちに救護活動を行うＤＭＡＴ

平成３０年７月豪雨災害の救護活動

第一消化器内科部

医師
て　しま はじめ

豊島  元

7月8日（日）朝に救護班の出動が決定し、12時に坂町役場へ出発しま

した。目的地である小屋浦は土砂災害により陸路が寸断されていた

ため、船での現場入りとなりました。

小屋浦に到着すると小川は増水し橋は壊れ、土砂が家屋の一階に流

れ込んでいる現状があり、驚きを隠せない自分がいました。

足場の悪い中、目的地である小屋浦小学校に到着し、保健室に救護

所を開設しましたが、電気・水道などのライフラインが確保できず、

限られた診療器具・薬剤の中での活動となりました。

特に重い病気の方はいなかったものの、傷口からの感染による蜂窩

織炎・擦過傷・内服薬を自宅に取りに帰ることができない方への処方

が診療内容の中心でした。患者さんは2～3日の間、薬も無いまま我

慢を強いられる状態でしたが、それでも文句の一つ口にされません

でした。逆に私たち救護班を気遣われるようなお言葉をいただき胸

が熱くなったことを今も覚えています。

救護活動を通して、医師として貴重な経験をさせていただきました。

一刻も早く現地の復興が進むことを望んでおります。

REPORT

当時の
救護活動
レポート

▲臨時救護所での救護の様子

本社製作パネル

赤
十
字
の
動
き（
社
内
報
）表
紙

広
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赤
十
字
・
原
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院
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報
誌「
ほ
ほ
え
み
」
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第10章　広報活動

本社製作パネル

倉敷ボランティアセンターにて（岡山県）

小学校で活動する救護班（岡山県）

救援物資を積み込む赤十字ボランティアと職員（広島県）

国内災害救護特集1

　平成30年度は、６月に発生した大阪府北部地震をはじめ、７月の西日本豪雨、９月の北海道胆振東部地震な

ど、多くの大規模自然災害に見舞われました。

　日本赤十字社は、被災地支部を中心に、近隣支部等からの医療救護班及びこころのケア班、災害医療コーディ

ネートチームの派遣、毛布や安眠セットなどの救援物資の配布、他団体・企業と協働した支援等、総合的な救護活

動を行いました。

　また、赤十字ボランティアによる活動として救援物資の搬送や社会福祉協議会の災害ボランティアセンターに

おける運営支援も行われ、赤十字ボランティアのノウハウや経験が即戦力になりました。

Japanese Red Cross Society Annual Report 2018-2019日本赤十字社 アニュアルレポート 2018-2019 0605

〜救うことを、つづける。〜

西日本豪雨 （平成30年7月豪雨）

被災地住宅を巡回する救護班（広島県）

　長時間にわたる広域の豪雨がもたらした甚大な被害、そして復旧を妨げる記録的な猛暑。その中で、被害の

大きかった岡山県、広島県、愛媛県に、中国・四国地方の各支部を中心に全国から救護班等を派遣しました。

　広島県呉市や岡山県倉敷市に活動拠点を設けて診療を行い、併せて、エコノミークラス症候群の予防のため

の弾性ストッキングの配付や、避難所・ボランティアセンターでの熱中症対策としてミスト扇風機の設置、断水

が続く地域での給水等を行いました。また、赤十字ボランティア延べ1,188人が支部災害対策本部の立ち上げ

支援や災害ボランティアセンターにおける熱中症予防対策支援、センターの運営支援を行いました。

アニュアルレポート


